
令和６年度 第２回学校運営協議会 議事録 

日時 
令和６年１１月 １日（金） 
１５：３０～１６：３０ 

場所 体育館 

出席者 学校運営協議会委員７名、民生委員児童主任委員２名、地域学校協働活動推進員１名、校長、
教頭２名、教職員２０名 

内容 １ 会長あいさつ 
２ 協議 
〇 説明  
〇 ワークショップ 
〇 発表 
〇 まとめ 

【テーマ】学校評価アンケート(職員対象)で評価の低かった項目を中心に意見交換を行った。 
① ＨＰ、作品展示、マスコミ等への広報活動 
② ひなたの学び、個別最適な学びの充実 
③ ＩＣＴ機器の効果的活用と読書指導  
④ あいさつ、命を大切にする取組 
⑤ スクールスポーツプランを生かした体力向上 
⑥ 家庭と連携した生活習慣、食育、防災・安全の取組 
⑦ 夢や目標に向かって努力する指導・支援 
⑧ 自信をもち、自立しようと努力する指導・支援  
４ 閉式の言葉 

議事 〇 ワークショップにおいて、以下のような意見が出された。 
【教育課程】 
① ＨＰ、作品展示、マスコミ等への広報活動 
・入選作品等を町の広報誌に掲載する。 
・宮日新聞等へ積極的に投稿する。 
② ひなたの学び、個別最適な学びの充実 
③ ＩＣＴ機器の効果的活用と読書指導 
・家読を充実させる。 
④ あいさつ、命を大切にする取組 
・日常生活の中であいさつの徹底、大切さを指導する。 
・難しいとは思うが、動物を飼育することで命の大切さを実感するのではないか。 
・地域人材を生かして性に関する指導の充実を図る。 
・人権教育や道徳教育の充実を図る。 
⑤ スクールスポーツプランを生かした体力向上 
・スクールスポーツプランを保護者や地域へ提示する。 
・遊ぶ時間の確保（昼休み）、昼休みの活用（体力 UP、異学年交流、子ども同士の関わり 
等）をする。 

⑥ 家庭と連携した生活習慣、食育、防災・安全の取組 
・地域住民と学校が連携した避難訓練の実施。 
・避難訓練で「共助」を取り入れる。 
・親子で取り組める生活習慣改善チャレンジを実施する。 
・地域の方の子育てについての話やメディアコントロール、情報モラルの講話を実施す 
る。（家庭教育学級等） 

・弁当の日の充実、郷土料理の紹介を行う。 
⑦ 夢や目標に向かって努力する指導・支援 
・卒業生の声を聴く会の実施をしてはどうか。（昨年度は未実施） 
⑧ 自信をもち、自立しようと努力する指導・支援 
・美郷科やキャリア教育での地域人材の積極的活用を図る。 

 
 
 
 



【環境整備】 
③ ＩＣＴ機器の効果的活用と読書指導 
・読書指導→親子で図書室に来て本を借りる。図書館とのコラボをしてはどうか。 
④ あいさつ、命を大切にする取組 
・地域の方とあいさつ運動を実施する。 
・花を育てることにより、心を育て命の大切さを学ばせる。 
・地域の祖父母の力を借りる。（グラウンド整備、草刈等） 
⑤ スクールスポーツプランを生かした体力向上 
・遊ぶ場の確保をする。 
⑥ 家庭と連携した生活習慣、食育、防災・安全の取組 
・自転車通学生安全確保のための通学路の草刈。 
・下校時の通学路での見守りを実施してはどうか。 
・環境整備はまず家庭から。整理整頓を家庭でしっかり指導する。 
・災害が起こった時の行動を事前に話しておく。 

 
【地域から学校への要望】 
・先生方や保護者、地域の方と会う機会を増やしてほしい。 
・いつでも行きやすい学校づくりをしてほしい。 
・昨今、命を軽視する事件が多くなっている。生命の大切さをさらに指導してほしい。 
・登校班が成り立たなくなっているので見直しが必要ではないか。 
・もっと大人が率先してあいさつする。 
・以前行っていた 9年生向けに食育の授業（ヘルスサポートクラブの活用）の復活をさせ 
 てほしい。 
・昔の遊び（地域の方との）、祖父母参観などを設定してほしい。 
・林川中学校と韓国文化の交流（サムヌノリ等）を活発化してほしい。 
・師走祭りで子供たちに禎嘉王のダンスを踊ってほしい。 
・地域の文化財の活用（西の正倉院、百済の館）を図ってほしい。 
・防災写真展（南郷の被害の歴史）を実施してはどうか。 
・運動会の会場を学校のグラウンドにならないか。 
・子どもの変化に周りが気付くことができるようになれないか。 
・厳しく指導してください。 

 
☆学園生は挨拶をよくしてくれる。 
☆運動会の時、雨天の中で先生方が一生懸命水抜きをしている姿を見てうれしかった。 
 
 
◎ この熟議を通して、協働の場の見直しや設置等、本校が目指すべきビジョンの達成に向け 
てマネジメントしていきたいと考えている。 

 

 


